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3月に県内で行われた東京オリンピック聖火リレーのラン
ナーを務めた本市在住の加治佐  博昭さんが市長を表敬訪問
しました。2008年北京パラリンピックの男子マラソン視覚障
がいの部に出場経験のある加治佐さんは、県実行委員会の
推薦で世界遺産の日光山輪王寺付近を伴走者と走りました。
　大役を務めた加治佐さんは、「コースには階段もあり
心配したが、人の手助けがあればできることを示したかっ
た。今後は市内の小中学校を訪問して、子どもたちがトー
チに触れられる機会をぜひつくりたい」と話されました。

　矢板運動公園野球場で、「栃木ゴールデンブレーブス」
による野球教室が行われました。この教室は、BC リー
グ公式戦終了後に「いちご一会とちぎ国体開催記念イベ
ント」として行われたもので、市野球連盟加盟チームに
所属する小学生 37 人が参加し、選手からバッティング
や守備のコツについて指導を受けました。
　参加した子どもたちは「プロの選手と一緒に野球ができて
楽しかった。アドバイスされたことを忘れずに、もっと上手
くなれるよう練習を頑張りたい」と、元気よく話してくれました。

旭日双光章
【地方自治】
渡邉  孝一さん
（田野原）

1999 年から矢板
市議会議員を5期務
め、議長、副議長な
どを歴任されました。

瑞宝小綬章
【教育】

金子  哲夫さん
（東町）

1958 年から公立
高教諭を務め、旧塩
谷高で 3 年、黒磯
高で 2 年校長を歴
任されました。

藍綬褒章
【消防】

金井  公利さん
（平野）

1988 年に市消防団
に入団し、2017 年か
ら消防団副団長を務め、
2019 年には消防庁長
官表彰の永年勤続功労
賞を受賞されました。
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※同団体は今後、道の駅
やいたに出荷する農家
の方から提供いただい
た余剰の野菜などもメ
ニューに取り入れ、食
品ロスの削減にも取り
組みます。

　市内の主要な交差点など9カ所で、「矢板市巣ごもり宣
言」の広報活動のため、行政区長や市長、市職員合わせ
て86人がプラカードを持ち立哨を行いました。この宣言は、
新型コロナの感染拡大防止を目的に大型連休を市内で過
ごしてもらうよう市民の皆さんに呼びかけたもので、宣言
に合わせ市内飲食店で利用できるテイクアウトクーポン券
の発行や親子が市内で楽しめる企画などが組まれました。
参加した行政区長は「多くの人に連休中の過ごし方を考

えてもらい、市内感染者の抑制につながれば」と話されました。

　市民活動団体「キマグレどころ」が、ふるさと支援センター
TAKIBIのシェアキッチンを利用して子ども食堂を開きました。
この食堂は、親子や家族同士のコミュニケーションの場につ
ながるよう低料金で食事を提供するなど、子育て世代の居
場所づくりを目指しています。市の「いきいき市民力助成金」
などを活用し、今後も月1回の開催が予定されています。
　団体代表の植木さんは「今回はコロナ対応のため、大半
をテイクアウトに切り替えた。気軽に来てもらえるようアッ
トホームな雰囲気づくりを心掛けたい」と話されました。

◀テイクアウト用のお弁当
を手渡す代表の植木  沙
弥香さん　

　市観光協会が、5月から矢板駅前と山の駅たかはらでレ
ンタサイクル事業をスタートさせました。この事業は、自
転車での市内周遊を楽しんでもらい観光振興につなげる
ことを目的として取り組むもので、家族でも利用しやすい
よう電動アシスト付きや子ども用なども取り揃えています。
　この日は、とちぎテレビ「やいた大好き」の収録が行わ
れ、矢板駅前から長峰公園まで試乗した番組MCのだいじ
さんたちは「自転車だと普段気付かない所も見れて新たな
魅力が見つかるかも。気分爽快」と感想を話してくれました。

▲（左から）
 ・やいた応援大使
　だいじさん
　DJ  Kei（菊池  元男）さん
 ・市観光協会理事
　藤田  佳希さん

お見積り、ご相談お見積り、ご相談 無料！ 無料！お気軽にお問い合わせください。お気軽にお問い合わせください。

使うたび
除菌除菌

おそうじ
超ラク超ラク

フチなし
形状形状

「きれいな除菌水」が「きれいな除菌水」が
トイレ全体の汚れを分解・除菌します。トイレ全体の汚れを分解・除菌します。

お掃除はサッとお掃除はサッと
ひと拭きで完了です！ひと拭きで完了です！

長い「おうち」時間長い「おうち」時間


